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1 はじめに
ヒトの性格と顔との関係性は古くより様々な国で議論が
なされていたものの，その多くは科学的な根拠を持たない
ものであった．
ここでは，ヒトの顔の相貌的特徴と性格因子に関係があ
ることを仮定し，その後この関係を CNNが学習することが
できれば，ヒトの顔の相貌的特徴と性格因子に CNNが学習
することができる何らかの関係があると考える．
そこで本研究では，CNNを用いてヒトの顔の相貌的特徴
から性格因子 [1]の推定を試みることで，両者間の科学的な
関係性を調査することを目的とする．

2 表情と感情
本研究の前段階として，FER-2013 の画像群を用いてヒ
トの表情から感情の推定ができることを確かめる．これは，
物理的特徴である表情から精神的特徴である感情の推定が
可能かを調べることにより，非常に似た条件であるヒトの顔
の相貌的特徴による性格因子の推定についての実現可能性
を検討することを目的としている．この調査には AlexNet，
VGGNet，InceptionNet，ResNet，DenseNetを用いる．
AlexNet は 2012 年に Alex Krizhevsky らにより提案さ
れた 8層のモデルであり，5層の畳み込み層と 3層の全結合
層を持つ．VGGNetは 2014年に Karen Simonyanおよび
Andrew Zissermanにより提案されたモデル群であり，それ
ぞれ 11層，13層，16層，19層のモデルが提案されている．
InceptionNetは 2014年にGoogleの研究チームにより提案
された 22層のモデルであり，その改良版である Inception

v2 および Inception v3 が 2015 年に同研究チームにより
提案されている．ResNetは 2015年に Kaiming Heらによ
り提案されたモデル群であり，それぞれ 18 層，34 層，50

層，101 層，152 層のモデルが提案されている．DenseNet

は 2017年に Gao Huangらにより提案されたモデル群であ
り，それぞれ 121層，169層，201層，264層のモデルが提
案されている．

3 感情の推定結果
図 1は AlexNetを用いて FER-2013の画像群に対し，感
情の推定を行った結果である．図よりすべての感情に対す

る推定精度は，無作為に感情を推定するよりも高いもので
あることがわかる．

図 1: AlexNetによる推定結果

これより，CNNはヒトの表情と感情の関係を十分に学習
できていると考えられるため，同様のアーキテクチャを用
いたヒトの顔の相貌的特徴による性格因子の推定は成功す
る可能性があると予想することができる．
なお，他のアーキテクチャも同様にすべての感情を、無作
為な推定よりも高い精度で推定することができている．

4 おわりに
これまでの結果よりヒトの表情から感情が推定できるこ
とがわかったため，今後は同様のアーキテクチャを用いて
ヒトの顔の相貌的特徴から性格因子の推定ができるかを調
査する．このとき，調査に用いるデータはヒトの顔の正面
写真と，その個人に対応する 16PF の回答結果である．な
お，16PFとは Raymond B. Cattellにより提案されたヒト
の性格を評価するための心理学的なモデルであり，このモデ
ルは 16個の性格因子をそれぞれ 10段階に標準得点化する．
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